
砥石城跡（上田市） 築城年代：不詳、築城者：真田氏　　※本城を中心に北に桝形城、南に砥石城、西南に米山城を配した連郭式山城で、総称して砥石城と呼ばれる

　　南側から見たところで、左手が米山（こめやま）城跡、右手が砥石城跡/本城跡と桝形城跡は砥石城跡の背後になる



近づくと駐車場があった/正面が米山城跡、右手が砥石城跡



　　　　　説明坂が立っている



元々は村上氏の属城で、村上義清は武田信玄の猛攻も退けたが、その後真田幸隆による調略によって真田の城となった





　　　ここから米山城跡→砥石城跡→本城跡→桝形城跡→陽泰寺→大手口と進んでみよう



　いざ、登城



　　　早朝、夕方は危険！/今、9：30 だから大丈夫かな？



　　　突き当たりに標石が見える



　　　　　　アップで見たところ



　　右手に進む



　　東屋がある



　すると、行く手に模擬櫓台がある/六文銭の幡が立っている



　櫓台に登って振り向いたところ/遠方が上田市内のようだ



　　　　　櫓門を潜って北方向へと少しづつ上って行く



　　　　　　　正面が米山城跡



　　　　　　尾根を進んで行く



　　　　　正面前方が砥石城跡



　　　　　　矢印（砥石・米山城に至る）に従って進む



　　　　　山道は段々狭くなる



　　　　　また、矢印があった



　　　　突き当たりのここは米山城跡（左手）と砥石城跡（右手）との分かれ目



　　こちらは右手の砥石城跡方面



　　　右手の米山城跡方面/まず、こちらへ行ってみよう



　　　少し進むと険しい山道となる



岩盤が剥き出し



　　左手に張ってあるトラロープにつかまりながら、滑り落ちないように登って行く



　　　　　途中、左手から緩やかに登れる山道がある



　　　後を振り返るとこんな塩梅



　　　かまわず急斜面を直登する



　　　　　　いやはや疲れる



　　　　　　頂上の本郭に到着



　　　そこで振り返って見たところ



　　　　　　これは本郭を東側から西方向に見たところ



　　　　　　これは南側から北方向に見たところ/前方に石碑等が立っている



そこで振り返って南下の二の郭とその先の三の郭を見たところ



　　これは「武田の砥石崩し」で名を挙げた「村上義清公之碑」



　　安政二年の銘がある地蔵菩薩





　　　　こんな形の石塔もあった



　　これは北側を見下ろしたところ



　　振り返って南方向を見たところ



　　　　　東屋と説明坂がある







これは二の郭から南下の三の郭を見たところ/その更に南下にも腰郭があるようだ/三の郭から左手に進む山道が登って来る際
にあった緩やかな山道のようだ



　　　　　そこで振り返って本郭への虎口を見たところ



　　　　　これは二の郭を東側から西方向に見たところ



　　振り返って東側を見下ろしたところ



　　これは西側を見下ろしたところ



　　さて、米山城跡を下りて、今度は砥石城跡へと登って行く



　　こちらもなかなかハードな山道



　　途中から枕木のある坂道となる



　　いやはや、とってもハード/矢印（砥石城へ至る）がある



振り返って登って来た山道を見たところ



　　　　そこから少し登ると岩盤を削った階段があった



　こんな塩梅



　　登ってから振り返って見たところ



　　　　更に急峻な山道が続く



　ここで右手に頂上が見えて来た/左手に行くルートがあるが、砥石城跡の背後（北側）に直接行けるようだ



　　　　　　このルートがそれ



　　　　さて、右手に登ると砥石城跡への虎口に到着



　　　　　振り返って見たところ/急峻さが見て取れる



　　　　　ここが砥石城跡/標柱と説明坂が立っている





　　南側から北方向に見たところ



　　　　　　振り返って南側を見下ろしたところ/この下には堀切があるようだ



　　東側から西方向を見たところ



　　振り返って東側を見下ろしたところ



　　　　これは西方向を見たところ





　　　　上田城跡が見えるらしい



　　北側から南方向を見たところ



　　　振り返って北側を見ると本城跡へ至る虎口がある



　　さて、トラロープにつかまりながら虎口を下りて行こう



　　虎口を下ると堀切がある/前方が本城跡方向（北方向）



　　　これはその堀底に下りて振り返って砥石城跡の虎口と城塁を見たところ



　　この城塁は切岸となっている



　少し退いて手前の堀切と虎口、切岸を見たところ/堀切から右手に行くルートは先程の、砥石城跡へ登り切る手前に出るようだ



　　　　　　このルートがそれ



堀切を左手から右手方向に見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　反対側から堀切を見たところ



　　　　そこで右手を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　さて、本城跡方向（北方向）へ進もう



　　矢印（本城・桝形城へ至る）がある



　　　　馬の背状の山道を進む



　左手の一段下には広い平場が見える



さて、右手は東側の麓の内小屋地区にある大手口を登って来た大手道で、この辺りは広い平場（馬場と云う）となっている/ここ
から先が本城のエリアで、前方は本城手前に展開する段状の腰郭群/説明坂では「最上段の本郭から南へ二の郭・三の郭と続き、
その東下または東南方に四の郭・三日月形郭・帯郭群の遺構をよくとどめている。本城の東南は小さな谷間で、これを登る両側
には小段郭が麓まで、幾重にも続いている」と記されている



　　　　　この広い平場は大手口馬場とでも呼ぶのか



　　こちらが大手道/ここを下って行くと東側の麓の内小屋地区にある大手口、その先の陽泰寺に至る



　　　　　　さて、前方が本郭手前（南側）の帯郭（手前）と四の郭（奥）の切岸/北方向を見たところ



　　　　　　左手に矢印（本城・桝形城に至る）がある



　　まず、左手から帯郭へと進む



　　　　　帯郭への虎口を登る/左手は四の郭の切岸



　　ここが帯郭/左手は四の郭の切岸



　左手を見ると四の郭への虎口がある



　　これは帯郭から南側の大手口馬場を見下ろしたところ



　　　　　帯郭を東方向に進む/左手の四の郭の切岸の急峻さが見て取れる



　　　　東側に回り込んだところ/この右下は小さな谷間で、これを登る両側には小段郭が麓まで、幾重にも続いているらしい



　　　そこで振り返って見たところ



　　　四の郭の切岸を見上げたところ/この上が四の郭



　　振り返って南東側を見下ろしたところ/ここを下って行くと東側の麓の内小屋地区にある大手口に出る



　　　　さて、四の郭へと登ろう



　　　　　ここが四の郭の虎口/左手は三の郭の切岸



　左手を見ると三の郭への虎口がある



　　四の郭も東側で回り込んでいる左手は三の郭の切岸



　　　これは四の郭から南側の帯郭とその先の大手口馬場を見下ろしたところ



　　　　　四の郭の東側はこんな広い平場となっている/左手は三の郭の切岸



　　そこで右手を見たところ/この右下が三日月形郭のようだ



　　　同じく左手を見たところ/前方は三の郭の切岸とその先は二の郭の切岸



　　　　更に左手を見たところ



　　その左手/正面は三の郭の切岸



　　　更に左手/四の郭を東側から西方向に見たところ



その左手には一段下の帯郭が見える



　　こんな塩梅



　　その左手



　　更に左手/この下は小さな谷間で、これを登る両側には小段郭が麓まで、幾重にも続いているらしい



　　　　さて、三の郭へと進もう



　　ここが三の郭への虎口/前方に二の郭の切岸が見える



　ここが三の郭/左手は二の郭の切岸



左手を見ると二の郭への虎口が見える



　　　これは二の郭の切岸を見たところ/右手が三の郭



　　三の郭も東側で回り込んでいる/左手は二の郭の切岸



　　　　そこで右手を見下ろしたところ/四の郭が見える



　　　　　その右手を見たところ



　　　　　　さて、二の郭へと進もう/正面がその虎口



　　ここが二の郭/前方に本郭への虎口と切岸が見える



　　振り返って三の郭とその先の四の郭方向を見たところ



　　　　　　本郭への虎口の左手に石垣が残っている





　　こんな塩梅



　　さあ、本郭への虎口を上ろう



　　　　ここが本城の本郭/南側から北方向に見たところ





　　振り返って今来た虎口を見たところ



　　東側から西方向に見たところ



　　振り返って東側を見下ろしたところ



　　西側から東方向に見たところ



　　振り返って西側を見下ろしたところ



　　北側から南方向に見たところ



　　振り返って北側を見下ろしたところ/こちらが桝形城跡方向/手前に堀切がある



　　　　　　虎口から下りて行く



　　　　正面は堀切を渡る土橋



　　　堀切（から堀跡）を右手から左手方向に見たところ



　　前方の西側を見下ろしたところ



　　左手から右方向を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　前方の東側を見下ろしたところ/手前が土橋



　　　土橋を渡って振り返って本城跡方向を見たところ



　　　　　　少し退いて見たところ/左手に下って行く山道は本城跡を通らずに大手道へと至るようだ



堀切を見たところ/前方が本城本郭跡



　さて、桝形城跡へと北方向に進もう



少し進むと右手に説明坂が立っている





　　　　　これが矢竹（やたけ）



　　　　　　更に進むと左手に矢印（桝形城）がある



　　馬の背のような尾根を登って行く



　　いよいよ前方が桝形城跡のようだ



　　手前に堀切状の土橋がある



　　こんな塩梅



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



トラロープにつかまりながら頂上に上る



　　　　　振り返って見たところ



　　　ここが桝形城跡への虎口



　　　登って振り向いて見たところ



　　　　ここが桝形城跡/南側から北方向に見たところ



　　　これが桝形城跡の由来となった桝形虎口らしいが



　　ここが本郭





　　北側から南方向に見たところ



　そこで振り返って北方向を見たところ



堀切の向こうに腰郭がある



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　堀底に下りて右手から左手方向に見たところ



　　そこで左手（本郭）を見たところ



　　同じく右手（腰郭）を見たところ



　　振り返って東側を見下ろしたところ



　　本郭空の虎口を見上げたところ



さて、ここが北端の腰郭/説明坂がある





　　ここから真田氏本城跡や真田氏館跡が見えるようだ



　　　　　　アップで見たところ



　　左手を見るとここから西方向に下って行く山道がある



物凄く急峻な崖状態/ここを下って行くと金剛寺峠に出るようだ



　　振り返って腰郭を見上げたところ



　　　　　これは腰郭から堀切越しに本郭を見たところ



　　堀切と土橋を見下ろしたところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　さて、最初の麓の駐車場まで戻り、傍にある東屋で遅めの昼食を摂る/前方は上田市内方面らしい



　　さて、ここは東側の麓にある陽泰寺/真田一族の主家海野氏の菩提寺と云う





　背後の山が本城跡のエリアのようだ



　　　　　　アップで見たところ



　　　総門



砥石法窟とある



　　　急峻な地形に堂宇が建つ



　　　　陽泰寺のエリアには居館的な施設が存在していたとも云われ、左手のこんな風景は何んとなくそれらしさを感じさせる



　六地蔵も並ぶ



　　　　　その右手にはこんな石垣が風情を醸し出す



　　　本堂



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



陽泰禅寺とある



　　鐘楼門



　　　　振り返って下を見たところ



　　　　　　こんなものもあった





改めて六地蔵



　陽泰寺前のこんな風景も居館的な施設の存在の匂いがする



　　　さて、そこから北方向に進む



　左手に「内小屋ヲヘテ砥石城大手口」と記された矢印がある



　　　　このエリアが内小屋地区



　　　　　　右手を振り返ると堀跡らしい地形がある



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　その先の左手はこんな塩梅で堀跡の雰囲気



　　　　　　左手には石垣の名残りのようなものがある



この内小屋地区は家臣団屋敷のようなものがあったらしい/このエリアも城域の一部であったと云うことらしい



　少し進んだ左手に「砥石城に至る」と記された標柱があった





　　　　　　そこを進んでみよう



少し登ると「砥石城大手口」と記された矢印があった/この先に登って行くと本城跡手前の大手口馬場に出るようだ/途中に水の
手もあるようだが、時間切れでこれにて終了
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